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「ドメインモデル≡計算モデル」を志向したアプリケーション

開発環境������におけるモデリング�シミュレーション技法

松 本 光 由� 中 所 武 司�

オフィスなどにおける比較的小規模な非定型業務用アプリケーションをエンドユーザ（業務専門家）が
自ら開発するためのアプリケーション開発環境������の実現を目指している������ そのためには，プ
ログラミングの概念を排した新しいパラダイムが必要であるという観点から「ドメインモデル�計算モデ
ル」を基本コンセプトにしている�

本稿では，このコンセプトを実現するためのオブジェクト指向概念に基づく分散協調型モデルを用いた
モデリング�シミュレーション技法について述べる�
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�� は じ め に

エンドユーザコンピューティングという新しい動向に

対応して，我々は，オフィスなどにおける比較的小規模

な非定型業務用アプリケーションをエンドユーザ（業務

専門家）が自ら開発するためのアプリケーション開発環

境������の実現を目指している������☆

本稿では，この中で中心的な役割を果たすモデリング

�シミュレーションの技法と実現について事例を挙げな

がら説明する�

�� モデリング�シミュレーション

������では，オブジェクト指向概念に基づく分散

協調型問題解決モデルを用いて業務のモデリングを行な

う� 非定型業務を対象とした開発では，従来のオブジェ

クト指向設計技法のように静的モデルを重視するやり

かたでは，「何をオブジェクトとして抽出するか」の決

定はむずかしい�そこで，モデリングの初期段階でオブ
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☆ 本研究の一部は����事業推進機構の支援を受けて実施したも
のである�

ジェクトの動的な振舞い（インスタンスレベルでのメッ

セージのやりとり）を記述することが重要になってくる�

このような動的モデルの作成と妥当性検証のためのシ

ミュレーションを繰り返し，開発を進めるというプロト

タイピングアプローチをとる�

我々が開発したモデリング �シミュレーションツー

ルは，一種のビジュアルプログラミングツールである�

既存のビジュアルプログラミングツールでも，オブジェ

クト間をリンクで結んでアプリケーションを構築してい

くものがある� しかし，これらのツールではデータベー

スからデータを検索し，その結果の表を作成したり，さ

らにそれをグラフ表示するといった典型的な処理には向

いているが，非定型の業務をモデル化の段階から支援し

てアプリケーションを構築するようにはなっていない�

��	 モデリング技法

モデリング �シミュレーションツール�� は，主にマ

ウス操作により動的モデルを構築するツールである（図

�）� 動的モデルは，オブジェクトとメッセージパッシ

ングで構成される� オブジェクトをアイコンにより表示

し，メッセージをアイコン間を結んでいる線により表示

している� また，メッセージに付けられている番号は

メッセージパッシングされる順番を示している� システ
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図 � 会議開催システムのドメインモデル

図 � 会議開催システムにおける事象トレース図を用いたシミュレー
ション

ムの動的モデルをアイコン表示などで視覚的に判りやす

く表し，かつ，オブジェクト指向の概念を素直に表現す

ることを目標としている�

図 �の例は，会議開催システム�� のドメインモデルで

あり，その主な機能である，

�会議開催要求をうけると会議室の予約と ���など

の備品の予約を行なうと共に，会議開催通知を出席予定

者に送り，出欠の返事を返してもらう�

というものを示している�

モデリング �シミュレーションツールを用いてさら

に，オブジェクトの属性の決定，メソッドの意味定義の

記述��，メソッド内部のスクリプティングを行なってい

く� しかし，メソッド名だけを用いたシミュレーション

による動作確認には限度があり，メソッド名から内部の

スクリプティングに移っていくのには大きなギャップが

ある� そこで，この問題を解決するために，モデリング

時にメソッドの意味定義をできるようにした� メソッド

の意味定義とは，メソッドの処理の概要や業務フローに

おける例外処理などを記述したものである�

��� シミュレーション技法

今回，シミュレーション技法として次の 	つを実現し

た�

� ドメインモデルをそのまま用いる方法

� 事象トレース図を用いる方法

前者の方法は，ふきだし表示などにより，作成したモ

デル上で動作の確認が行なえるため，直観的に理解しや

すい�

後者の方法は，システムが動作を開始すると，起動さ

れたメソッドの定義内容が事象トレース図上に表示され

ていくので，オブジェクト間通信の全体のシーケンスを

見渡すことが可能である� 図 	がその例であり，事務局

オブジェクトの会議の予約の処理の中で，会議室管理オ

ブジェクトにメッセージを送り，現在，その結果が事務

局に戻ってきたところである�

これらの表示方法を併用して使うことにより，メソッ

ドの意味定義の利点を充分発揮できると考えている�

�� お わ り に

アプリケーション開発環境������のモデリング�

シミュレーション技法について述べた� 今回，モデリン

グ� シミュレーションツールのプロトタイプを 
���言

語を用いて実現した� これにより業務モデルの動的な振

舞いをモデリングことでアプリケーションを構築するこ

とが実現可能であることが確認された�

今後は，ツールを改良し，他のツールと統合すると共

に，様々なアプリケーションの開発に適用し，実用性を

評価する．
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